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イベント情報

エネルギーフロンティアのひとり言

 環境省様より「2016年度冬版L2-Tech認証製品一覧」が公表されました（3/13）。ホーム
ページのExcelデータをダウンロードすると、製品区分やメーカ名でソートができて便利です。
→ http://www.env.go.jp/press/103767.html
また、平成28年10月3日公表の「2016年度夏版L2-Tech認証製品一覧」は、下記のURLで
確認可能です。本「L2-Tech」は、夏冬共にH29環境省ASSET事業の応募要件になる予定です。
→ http://www.env.go.jp/press/103071.html

 環境省様より、平成29年度の補助事業実施団体の採択が公表されています。
 CO2ポテンシャル診断事業：一般社団法人低炭素エネルギー技術事業組合（LCEP）様

既に診断機関の公募が始まっていますので、興味のある方はご応募をご検討下さい。
実施団体HP → http://lcep.jp/index.html

 ASSET事業：一般社団法人温室効果ガス審査協会（GAJ）様
今年度は、上記「L2-Tech認証製品」比率1/2以上を要件に「L2-Tech」対象機器の
補助率が1/2になる予定です。またGAJ様は、同時に「廃熱・湧水等の未利用資源の
効率的活用による低炭素社会システム整備推進事業」の実施団体にも決まっています。
実施団体HP → http://www.gaj.or.jp/

先日、とある会合で、エネルギーフロンティアの2016年の成果発表をする機会がありま
した。主催者側から特に「補助事業支援の実績を」とご希望があったので、そこをメインに
15分ほどで発表させて頂きました。私は新参者で知らなかったのですが、その発表会では
最後に大学の先生から講評を頂くのです。先生から講評を頂くなんてウン10年ぶりのこと
で、発表する時より緊張しました。全ての発表に対して否定的なことはおっしゃらない先生
でしたので、私の発表に対してもまずは「着実に真面目に仕事をしていると感じた」「この
先必要とされる仕事であると思う」と褒めて頂きました。その後に「但し、もう少し得意技
というか、これだけは負けないという特色を出していくと良いのではないか」というお言葉
も頂きました。私はエネルギー関連
の仕事は、地道に堅実にこなしてい
けば成果が出て、必ずお客様に喜ん
で頂ける所が気に入っているのです
が、それに安寧していると「特色が
ない」仕事になってしまう可能性が
あると気付かされました。新年度の
始まりに、色々考えさせられる貴重
な体験となりました。（森田）

 3/27に平成29年度予算が国会で成立しました。経済産業省様「省エ
ネルギー投資促進に向けた支援補助金（予算額672.6億円）」のうち、
「エネルギー使用合理化補助金」は、執行団体が（社）環境共創イニ
シアチブ（SII）様に決定しており、予算額は500億円程度と想定さ
れます。4月下旬頃には、公募要領や説明会等の補助金詳細内容が公
表されそうです。今年度は更に採択率が激化する事も想定されます。


